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員化石年代からみた古海水準変動

一特に多摩川・鶴見川低地を例として一

松島義章

神奈川県立博物館， '\"'23-1 横浜市中区南仲通り 5 - 60 

l はじめに

一船 iζ 縄文海進で知られる後氷期の海進は，汎世界的な気候変動 iζ 由来するもの r ，

地域的で個別的な変動によるものではない。特 i乙海水準変動は元来ど乙でも同一規横

で同時期 iと起ったはずである。このような見解から，完新世海水準変動研究の調査地域

に注目したとき，これまでのような広い平野を対象域とするよりは小規模なおぼれ谷

の方が，梅成堆積物の保存状態などで，種々の情報が残されており系統的な資料も得

られ易く，精度の高い海水準変動を明らかにすることができる(松島， 1983) という

確信を得た。そのため最近では，これまであまり注目されず研究の対象域から舛され

ていたような小規慎なおぼれ谷を調査地とした，沖積層の総合研究が盛んにおこなわ

れるようになってきた(たとえば太田ほか， 1 985 太田ほか， 1 986 松原ほか， 1986) 

太田ほか， 1986 松原ほか， 1 986 ) 

先ごろ東京湾西岸のおぼれ谷の一つ，多摩 )11 ・鶴見川低地において，完新世海水準

変動とそれに伴う環境変遷を明らかにする目的で沖積層の総合研究を試みた。そして

その成果が得られた(松島編， 1987) ので，その中から貝化石からみた本地域の梅水

準変動について紹介する。

2 調査方法と I.C 年代測定試料

多摩川・鶴見川下流域 l乙分布する沖積層を総合的に研究する目的で 3 本の学術ボ

ーリングを掘削した。その結果，良好なコア・サンプルが得られ，地層の堆積学的・

古生物学的解析，地球化学的分析をそれぞれのコアについておこなった。さらに 1 5 ケ

所の建築現場で新民出現した露頭の観察とそ乙の堆積物の各種分析もお乙なった。こ

れらの成果については「川崎市内沖積層の総合研究 J (松島編， 1987) にまとめられて

いる。次 i乙多摩川・鶴見川低地を埋積する沖積層 l乙形成年代の目盛を入れる乙とはし

た。本地域でこれまでに 8 域点 1 1 層準の I.C 年代値が明らかにされている(松島， 1979 ; 

1 9 S 2 :正岡， 1 98 1 海津， 1984 遠藤ほか， 1984)。しかし，まだ沖積層の下部から上

部に至る全層準の系統的なI<c 年代は得られていない。そ乙で上述の 3 本のボーリング・

コア( Loc. 1 ...... 3 )と新露頭( Loc. 4 )などから得られた試料ぞ用いて 7 5 層準のI<c 年代測

定令おこなった。明らかになった叱年代値の一部を図 1 の沖積層地質柱状図 K 示す。

その中で名古屋大学アイソトープ総合センターの加速器質量分析による 14c 年代測定で，

Loc. 1 ~... 4 などの試料により 6 地点 54 層準の年代値が明らかになった。

今回のI<c 年代測定 i乙用いた貝類試料は，アガキなど汀線を指示する種，あるいは

生息深度の明らかな種など生態的特徴がよくわかっているもので，しかもその産状が
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図 1 多摩川低地における主要地点の沖積層地質柱状と"C年代測定値， K -Ah火山灰層準

Loc. I 市立塚越中学校 Loc. 2 市立南加瀬中学校. Loc 3 市立川中島中学校. Loc. 4 国鉄川崎駅前地下街。

Loc.25 川崎市木月四丁目(正岡. 1981) . Loc.26 川崎市小杉町(海津. 1984) . Loc 27 市立宮前中学校

現地性堆積を示すものに限定した。

る 多摩川・鶴見川低地における完新世相対的梅面変化

本地域で今回明らかになった "C 年代値と乙れまでに報告されている 14C 年代値は， 21 

地点 86 層準の 97 件である。得られた測定値は 1 05 1 0 年前から 720 年前までの聞の年

代値令示す。各劃定値についてその試料の生態的特徴と産状，堆積物の層相，産出地

点、の地形的証拠などをそれぞれ吟味して，図 2 のような約 1 1 ， 000 年前以降の相対的海

面変化曲線を描くことができた。この図はたて軸に 11 ， 000 年前までの年代目盛を，横

軸 l乙深度を示す。プロットした 1 --- 4 の印は，各年代試料の採集深度とその測定値を

示す。中でも l の・印は，マガキ，ハイガイほど湾奥部の潮間帯民生息する種であり，
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旧汀線を知るのに愚適な資料である。 2 の O 印は，ウラカガゴイサギなど構央部

の上部 i曳海.需に生息する種で，東京湾では湾奥から湾央部の水深 5 --10m 前後の泥質

底 l乙生息することで知られる(波部， 1 952 )。

乙の閣のように 10 .5 00 年前から 9 ， 000 年前の海面は -40m 前後にあった。現在の多摩

川の河口付近から羽田空港にかけてマガキがカキ礁を形成していた。当時の多摩川の

河口ではヤマトシジ E など膚潮舗に生息する貝類が分布する環境となっていた。その

後 9 ， 000 年前から 7， 500 年前 iζ かけて急激な海面上昇となり， 7 ， 500 年前には一気に海

面が一 10m 付近に遣した。さらに約 6 ， 500 年前には現在の海面とほぼ同じ位置に遣し，

そして約 6 ， 000 年前から 5 ， 500 年前IC.は +3.5--+4.4m と高い位置になった。当時の海岸鰻

は多摩川沿いでは川崎市武蔵中原付近，鶴見川沿いでは横浜市港北区川向町付近にあ

り，出入の激しい海岸線をもっ内湾が形成された。中でも鶴見川沿いの内情の菊名付

近から川向町にかけての湾奥部は，カキ礁の分布する干潟が広く発達していた。約5，000

年前から海面は一転して低下をはじめ， 4 ， 500 年前には+ 1.5m 付近に下った乙とが鶴見

川河床沿いにみられるカキ礁の年代から明らかになった。以上が今回の調査で判明し

た多摩川|・鶴見川低地の完新世海水準変動である。

海面変化 l乙注目すると，特 i乙海面上昇の大きかった 9， 000 年前から 7， 500 年前の 1 ， 500

年間は， -4 Om からー 10m まで約 30m の海面上界であった。 乙の時期比は 1 年あたり平

均 20mm の上昇温度で海面が変化してきたことを示す。さらに 7， 500 年前から 6，000 年前

の 1 ， 500 年間では， -10m から +4.4m 前後まで約 15m の海面上昇のあったことがわかった。

この期間でも l 年あたり平均 10mm の上昇速度で海面が上ってきたことを示す。乙の乙

とは本地域における縄文海進による海面上昇の様子が一様で単調なものでなく，上昇

速度に変化のあったことがわかった。すなわち，海進の前半にあたる 9，000 年前から

7 ， 500 年前までが，後半の 7 ， 500 年前から 6， 000 年前までにみられた上昇速度の 2 倍の速さ

であったことを物語っている。乙のような海面上昇温度は，普通知られる地盤変動の

速さの 1 0 倍から 20 倍にも達する大きなものである。なお，上昇速度の変換点といえる

7,500 年前は，海面の一時的停滞があったのか川崎市塚越付近にカキ礁が形成された。

以上，今回明らかになった多摩川・鶴見川低地における完新世海水準変動と，大阪

湾沿岸で明らかにされている海水準変動(前田， 1 977 ):を比較してみる。大阪湾の後氷

期海面変化は梅田海進とよばれる。前田 (1977) によると約 1 0， 600年前に梅田海進の開

始があり，当時の海面高度はー30.8 m にあった。 9， 000 年前から 8， 000 年前では小規慎な

海面低下と回復，ゆるやかな海面上昇がつづき -21 m 付近まで上昇した。その聞の年

平均海面上昇速度は 5mm である。 8 ， 000 年前から急速な海面上昇となり， 7， 000 年前には

-5m 付近， 6， 500 年前 l乙海面は現在とほぼ同じ高さに到達し， 6， 000 年前には +3mのピー

クに達している。特 l乙海面上昇の大きかった約 8， 000 年前から 6， 000 年前までの 2， 000

年閣には -21m から十 3m までの 24m も海面が上昇した。この間の年平均海面上昇速度は

12mm となっている。大阪湾では梅田海進の前半( 1 0,00 0 ....... 8,0 0 0 年前)に比べて後半

( 8, 0 0 0 ....... 6,0 0 0 年前)の上昇速度が 2.4 倍も大きいことを示す。この点は多摩川|・鶴見川

低地で明らかになった結果と全く逆の障子を示す。海進の開始時期の海面の位置を比

べてみると多摩 I11 ・鶴見川低地が -40m ，大阪湾が -30m となり，高さにおいて 10m の

聞きを示す。一方，海進がピーク l乙達した時期と高さでは，時期は 6， 000 年前とー致す

るが，ピークは多摩川・鶴見川低地が十 4.4 m ，大阪湾が +3m となり， 1.4 m の違いを示す。
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図 2 多摩川・箇見川下流績における約11.000i事前以降の相対的な海面変化幽鈎

l 潮間帯 11:生息する種. 2 内湾の潮下手帯民生息する樋. 3 木片. 4 泥炭

このような違いを生じた原因の一つには，両地域の地殻変動の違いを反映しているも

のと考えられる。この点は今後，短期にみられる地域的で個別的な地盤変動として検

討すべき課題である。

4 まとめ

貝化石の 14c 年代値から多摩川・鶴見川低地における完新世海水準変動をみると，約

1 0 ， 500 年前から 9 ， 000 年前の海面は -40m 付近にあった。その後 9， 000 年前から 7， 500 年前

にかけて急激な海面上昇となり， 7 ， 500 年前には海面が -10m 付近まで達した。 7， 500 年

前ごろは一時的 l乙海面上昇の速度が落ちたらしい。その後 6， 000 年前には +4.4m のピー

ク i乙達した。約 5， 000 年前から海面は低下しはじめ， 4 ， 500 年前には+ 1.5m 付近 l乙海面が

あった。海面の上昇速度をみると 9， 000 年前から 7 ， 500 年前までの 1 ，.500 年間では年平均

20mm の上昇速度で海面が変化してきた。 7， 500 年前から 6， 000 年前までの 1 ， 500 年間で

は年平均 10mm の海面上昇を示す。海進の前半( 9， 000"'-7 ， 500 年前)の海面上昇速度は，
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海道の後半( 7. 5 0 0 ---6,0 0 0 年前) I乙比べて 2 倍の速さを示し，海面上昇は一様で単調な

ものでな-く，上昇速度 i乙変化のあったことが明らかになった。
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